
   
 

市長コメント 
 

 予定されていた核兵器禁止条約第１回締約国会議も、今回再び延期と

なったことは、感染拡大状況等を踏まえて会議参加者の安全を守るた

めに下した決断と受け止めていますが、大変残念に思っています。 

 

ＮＰＴ再検討会議と核兵器禁止条約締約国会議の開催は、核保有国

や核の傘の下にある国と非核保有国が、対話を通じた相互信頼を築い

ていく上で欠かすことができないものであり、緊迫化するウクライナ

情勢を巡って米ロ欧州各国が武力衝突を回避し、物事を平和裏に解決

しなければならない中で、今まさにこうした国家間の対話の必要性が

増していると考えています。 

 

一日も早く新型コロナウイルス感染症が収束に向かい、市民社会の

参加の下で核兵器禁止条約締約国会議とＮＰＴ再検討会議が開催され、

被爆地の市長として、また、世界の８，０００を超える都市で構成され

る平和首長会議の会長として、各国政府代表に対して核兵器のない平

和な世界の実現に向けてヒロシマの心を直接に伝え、具体的な進展を

要請したいと考えています。 
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